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大
波
質
問 

国
は
騒
音
状
況
の
変
化

を
挙
げ
、
騒
音
評
価
指
標
の
変
更
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
極
め
て
適
切
性
を
欠
き
、
私
た
ち

基
地
周
辺
住
民
の
静
寂
に
暮
ら
す
権

利
を
損
な
う
も
の
で
す
。 

 

第
５
次
訴
訟
公
判
で
国
は
現
在
の

コ
ン
タ
ー
（
う
る
さ
さ
指
数
の
）
図

よ
り
も
大
幅
に
縮
小
し
た
新
し
い
コ

ン
タ
ー
図
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
図
で
は 

厚
木
基
地
に
騒
音
問

題
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
も
、
４
０
年
前
の
評
価
方

式
で
計
測
を
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
未
工
事
の
住
宅
が
多
数
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
防
音
工
事
が
行
わ
れ

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
国

の
騒
音
度
調
査
の
評
価
方
法
に
対
す

る
市
の
見
解
と
、
区
域
の
見
直
し
に

反
対
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。 

市
答
弁 
騒
音
度
調
査
は
、
法
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
実

情
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
評
価
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
現
時
点
で
見

直
し
の
時
期
や
新
た
な
区
域
が
ど
こ

か
、
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
区
域
見
直

し
が
市
民
の
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ

う
、
周
知
徹
底
・
丁
寧
な
説
明
を
求

め
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。 

大
波
意
見
要
望 

現
代
の
新
し
い
知

見
で
は
軍
用
機
騒
音
高
度
の
不
快
感

が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
係
わ
ら
ず
、

国
は
こ
う
し
た
考
え
を
全
く
持
っ
て

い
ず
、
大
問
題
で
す
。
実
態
を
反
映

し
な
い
騒
音
エ
リ
ア
の
縮
小
は
防
音

工
事
に
も
影
響
が
出
て
、
私
た
ち
が

長
年
積
み
上
げ
て
き
た
権
利
が
失
わ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。
大
和
市
に
は
市
民

の
生
活
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
立
場

を
堅
持
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

      

   

    

大
波
質
問 

海
洋
ご
み
の
影
響
に
よ

り
、
魚
・
海
鳥
・
海
洋
哺
乳
動
物
が

少
な
く
と
も
約
７
０
０
種
も
の
生
物

が
傷
つ
け
ら
れ
、
死
ん
だ
り
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
の
９
２
％
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
原
因
で
、
ア
ザ
ラ
シ
や

ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
年
間
生
産
量

は
、
過
去
５
０
年
で
２
０
倍
に
増
大

し
ま
し
た 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
の
は
、
生
産
量
全

体
の
わ
ず
か
９
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

 

現
在
の
地
球
は
、
過
去
４
０
年
で

最
も
暖
か
く
な
っ
て
お
り
、
海
面
の

上
昇
や
異
常
気
象
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
影
響
が
出
は
じ
め
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
人

間
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
で
す
。 

 

海
洋
汚
染
も
問
題
で
す
。
政
府
は

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
取
り
除

く
こ
と
の
出
来
な
い
放
射
性
、
半
減

期
５
７
３
０
年
の
「
炭
素
１
４
」
を

含
む
約
１
０
０
万
ト
ン
以
上
の
汚
染

水
を
福
島
県
沖
の
太
平
洋
に
放
出
す

る
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。
自
然
環

境
・
人
類
の
破
壊
に
繋
が
る
現
在
の

動
き
を
環
境
学
習
で
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

市
答
弁 

大
和
市
環
境
管
理
セ
ン
タ

ー
の
見
学
な
ど
体
験
的
学
習
を
通
し

て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い

て
は
情
報
提
供
を
行
い
、
研
修
な
ど

学
校
を
支
援
し
て
ゆ
き
ま
す
。 

大
波
意
見
要
望 

子
ど
も
た
ち
に
そ

の
時
々
の
事
実
を
正
確
に
伝
え
、
自

然
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

欲
し
い 

で
す
。 
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厚
木
基
地
の
騒
音
エ
リ
ア 

国
は
大
幅
に
縮
小
の
方
向
へ 

 
 

 

子
ど
も
た
ち
に 

地
球
環
境
の
教
育
を 

  
 

 

う
る
さ
さ
は 

あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
よ
！ 

http://onami-syuji.com/


      

大
波
質
問 

収
入
や
待
遇
な
ど
の
面

で
不
遇
な
状
況
に
あ
る
、
国
や
地
方

自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
で
働
く
非

正
規
雇
用
の
労
働
者
を
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
と
呼
び
ま
す
。
公
契
約
は

自
治
体
の
発
注
・
委
託
す
る
際
に
民

間
企
業
な
ど
と
結
ぶ
契
約
で
す
。
例

え
ば
公
共
施
設
の
管
理
・
病
院
医
療

事
務
・
障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
公
契
約
条
例
こ
れ
ら
の

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
金
・

報
酬
下
限
額
を
設
定
し
、
自
治
体
と

受
注
者
の
責
任
を
契
約
事
項
に
加
え

る
こ
と
を
定
め
た
法
律
で
す
。
大
和

市
と
契
約
を
す
る
企
業
で
働
く
労
働

者
の
、
労
働
条
件
を
守
る
よ
う
配
慮

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を

防
ぎ
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
公
契
約
条
例

を
設
置
す
べ
き
で
す
。 

市
答
弁 

受
注
者
の
労
働
条
件
が
適

正
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
最
新
の
単

価
を
採
用
し
、
充
分
な
履
行
機
関
の

設
定
に
務
め
て
お
り
、
労
働
者
の
労

働
条
件
は
一
自
治
体
で
解
決
で
き
る

問
題
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
雇
用

者
が
責
任
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
公
契
約
条
例
の
制
定

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
波
意
見
要
望 

 

公
契
約
の
内
容
の

透
明
性
を
確
保
し
、
予
算
を
有
効
に

執
行
し
、
労
働
環
境
に
配
慮
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
る
こ
と
は
こ
の
条
例
の
制

定
の
必
要
性
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                

大
波
質
問 

現
在
私
た
ち
は
、
地
球 

温
暖
化
に
よ
り
、
地
球
規
模
の
深
刻

か
つ
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
低
炭
素
経
済
を
基

盤
と
す
る
新
た
な
時
代
を
構
築
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て

い
ま
す
。 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
０
に

す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目

標
を
具
体
的
な
法
律
に
定
め
、
国
内

排
出
量
取
引
制
度
・
炭
素
価
格
の
設

定
な
ど
、
実
効
性
あ
る
制
度
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
森
林
管
理
な

ど
の
政
策
を
統
合
的
に
実
施
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
自
治
体
の
取
組
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
政
策
と
温
暖
化

対
策
を
統
合
的
に
推
進
さ
せ
、
自
治

体
の
権
限
と
財
源
を
拡
大
し
、
市
民

が
自
ら
安
全
な
将
来
社
会
の
選
択
に

そ
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
多

様
な
市
民
参
加
の
制
度
を
導
入
す
る

事
で
す
。 

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
設
に

つ
い
て
、
太
陽
光
発
電
の
重
要
性
、 

太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
と
、
市
民

へ
の
啓
発
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

市
答
弁 

大
和
市
域
全
体
で
は
温
室 

効
果
ガ
ス
の
排
出
に
占
め
る
家
庭
の

割
合
が
全
国
平
均
よ
り
高
く
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
に
つ
い

て
重
要
と
考
え
て
お
り
、
「
大
和
市 

環
境
配
慮
指
針
」
で
設
置
を
市
民
に

呼
び
か
け
、
設
置
費
へ
の
補
助
や
県

の
初
期
費
用
０
円
ソ
ー
ラ
ー
の
周
知

な
ど
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

大
波
意
見
要
望 

再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
ー
は
、
資
源
が
枯
渇
す
る
心
配
が

無
く
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
の

で
す
が
、
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

発
電
電
力
量
当
た
り
の
建
設
費
が
高

く
、
日
照
時
間
な
ど
の
自
然
状
況
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
率
が

低
く
、
安
定
し
て
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
課
題
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
火
力
発
電
な

ど
の
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較
す

る
と
発
電
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が

低
い
た
め
、
広
大
な
土
地
を
必
要
と

す
る
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。
大
和

市
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
す
。 

       

        

  

再
生
可
能
な 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
設
を 

 

 

公
契
約
条
例
制
定
は 

労
働
者
の
賃
金
水
準
の
向
上
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
劣
化
を

防
ぎ
、
市
民
生
活
を
守
る 

  
 

 

※ 

本
議
会
の
詳
細
は 

大
和
市
議
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い 

   

同じ仕事なのに 

報酬に差があります 

「住宅の屋根に」 

「空いている土地をもっている」など、

太陽光パネルの設置にご協力を 


